　　イラクの子どもを支援するおおさか市民基金　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニュースレター　Ｎｏ．４　2007.11月発行　
　いつも、イラクの子どもたちへの支援ありがとうございます。この間の活動報告として、西谷文和さんの　イラク報告、イラクの院内学級の先生の来日講演、イラク医療支援（ＪＩＭＮＥＴ）の西村陽子さんの報告をニュースとしてお送りします。
　■　２００７年 秋 イラク北部を行く　
　　１０月６・７日　　シリアのダマスカス　ジャラマナ地区より
ダマスカス到着後、休むひまなくジャラマナ地区を目指す。ジャラマナ地区はイラク難民の街。
本日（７日）もジャラマナ地区。イラク難民に集まってもらって、一家族ずつインタビュー。通訳はヌーマン医師。放射線科の医師としてバグダッドで働いていたが、「医師は殺す」という民兵からの脅迫状が届いて、シリアに逃げてきた。つまり通訳も戦争被害者である。

ヤシンさんは妻と子ども3人の5人家族。フセインの軍隊に所属してバグダッド軍事空港のそばに住んでいた。２００３年３月～４月の空爆で徹底的にやられたところ。空爆時の４歳まで正常に発達していた長男の身体が、空爆後変調する。言葉がうまくしゃべれなくなり視力が低下、歩き方もぎこちない。両親は病院で診察を受けさせ、診断は「脳がダメージを受けている」。本来なら小学校３年生の長男は、現在1年生として小学校へ通う。

４年前バグダッド軍事空港の近郊を訪れたとき、やはり同じような娘さんと出会った。空爆までは正常に発達した娘が、空爆後ぐったりして、やはり視力低下を起こしていたのだ。あの時通訳のワリードは「何か新しい爆弾を使用したのでは？」と言っていたが…。　アメリカは「新型兵器」を試したのだろうか？

インタビューしていると、次から次へと「私の話を聞いてくれ」「俺の息子は…」と、難民たちが口々に窮状を訴える。　ＵＮＨＣＲ（国連難民高等弁務官事務所）はほとんど何も援助していない。人道支援のＮＧＯもいない。彼らは家財道具や車や家を売ってシリアにやってきている。しかし仕事もなく、難民認定も受けられないので、日々の生活にも事欠く状態だ。「ノーホープ、ノーヘルプ」（希望も援助もないよ）。ヌーマン医師が絶望的な現状を一言でまとめる。

10月1１日　　イラク入国に成功

本日（10日）深夜、アンマン発アルビル行きの飛行機に搭乗。２時間ほどのフライトでイラク、アルビルに到着。11日未明、無事入国審査をパスしてアルビルへ。

10月1３日　　激戦地キルクークで自爆テロを取材

本日（13日）は北部の激戦地キルクークへのピンポイント取材を敢行した。スレイマニア市から車で2時間程度の距離であるが、大油田があるキルクークは全く別世界。
ＰＵＫ（クルド愛国者同盟）の護衛とともに、数ヶ所のチェックポイントを無事通過し、キルクークの自爆テロ現場へ。現場で車を停車させると、覆面をした警官がやってくる。「やばい、捕まるのでは？」と感じるが、同行のファラドーンが「日本から来たジャーナリストだ。怪しいものではない」と説明。警官がなぜ覆面をしているかというと、テロリストが警官の顔を記憶し、任務以外の時間帯で撃ち殺すからだ。自爆テロ現場はメインストリートに沿った何の変哲もない商店街。11日に自動車による自爆テロがあった。この場所で10人が殺され25人が重傷を負った。テロで破壊された店の中に入る。自爆した車は跡形もなく、車のボデイの破片、ホイールなどが転がる。

なぜ、最近になってテロが頻発しているのか？　2通りの理由があると思う。

その1　祭りで楽しむ市民を狙って、「天国から地獄へ」落としたほうが、ダメージが大きい。

その2　石油利権に関して、クルド政府がアメリカをはじめとする石油会社と優先的な契約を結ぼうとしているため、取り残されそうなスンニ派・シーア派・トルコマンなどが反発を強めていること。

何はともあれ、スレイマニア市に無事帰り着いてホッとしている。
10月1４日　　スレイマニア郊外の難民キャンプ

本日（14日）はフィトロ祭３日目、街は依然として店も事務所もクローズ状態。病院取材をあきらめ、スレイマニア市郊外の「カラーワ避難民キャンプ」へ。

甲子園球場くらいの広場に、大小あわせて１５０ほどのテントが張られている。避難民は本日時点で４３５人。その数は増え続けている。このキャンプができたのは２００６年３月。バグダッドその他地域が内戦状態になり、危険を感じたアラブ人たちがこの地へ逃れてきた。

テントの中へ。ハエが飛び交い、飲み水や氷を保管するポリタンク、マキで煮炊きするかまど、明かりを確保する灯油ランプなどが、テントの中に乱雑に並んでいる。子どもたちが「写真を撮れ」とやってくる。この子たちはお金がないため、学校には通っていない。テントに横たわる45才の主婦。一ヶ月前から具合が悪くなり、寝たきり。病院にいく金がないので何の病気かも判明しない。彼女は７人の子どもがいて、夫はすでに亡くなっているので、病院にいけるかどうかは政府の援助とイスラムの寄付次第である。

シリアなどへ逃げたイラク難民は２００万人を越えると言われている。その多くが家財道具や車を売り払って旅費にして他国へ逃げている。さらに問題なのは、そんな旅費も捻出できずイラク国内に留まらざるを得ない国内避難民である。

10月１５・１６日　　緊張高まるトルコ国境の村を取材　

日本ではどれだけ報道されているか分からないが、実はトルコVSクルドの関係が、非常に緊迫している。というか、戦闘状態に入っている。本日（18日）の報道によると、トルコ議会は、イラク領内に越境し、ＰＫＫ（クルド労働党）への軍事作戦を展開することに同意したようだ。





＊

スレイマニア市から10時間、山また山の「クルディスタン（クルドの土地）」を走りぬけ、イニシケ村に。到着時点ですでに夜12時を越えている。急きょ安宿に宿泊、６人チームがオンボロ部屋で雑魚寝。

夜明けを待って取材開始。村人の証言によると、13日夜（一昨日だ！）村の背後にそびえる山々からトルコ空軍機がやって来て、12発のミサイルを撃ってきたとのこと。インタビューをしていると、村の子どもたちがわんさか寄ってくる。「僕、ミサイルの破片を持っているよ」。手にしているのは、レンガ大のミサイルの破片。着弾地点から拾ってきたのだ。「着弾点を案内する」というので、山を登ること10数分、山腹に直径１メートルほどの穴が開いており、その周囲の木々が黒焦げに立ち枯れている。

空爆は断続的に行われており、しばらく続くだろう。今のところ犠牲者は出ていないが、「羊がビックリして逃げてしまった」「山火事で草が焼け、放牧できない」など、村人たちは不満と不安を口にした。
この地域を担当するＰＵＫ（クルド愛国者同盟）の幹部は、「攻撃されている村にはＰＫＫはいない。全て普通の市民だ。なぜトルコは一般市民を標的にするのか」と、トルコ軍への不満を口にした。彼はさらに「俺たちは今後も国境を警備する。しかしトルコ領内に侵入し、反撃したりはしない。トルコ政府のエライやつに現場を見に来てほしいよ」。

10月１７日　　キルクークよりスレイマニアへ

17日午前6時、通訳のファラドーンの車でキルクークをめざす。

13日にキルクーク病院を訪れた際、自爆テロで片目を失い、胸に鉄の破片が突き刺さり危篤になった少年、ムラート君（13歳）に出会った。彼はキルクーク～バグダッドを結ぶ国道の途中、トゥーズの出身。

キルクーク病院には薬がなく、技術のある医者もいないため、このまま放置すればこの少年は死んでしまう。苦しそうに「アー、アー」とかすれ声をあげているムラート君の姿が脳裏から離れなかった。そこで柄にもなく（笑）「ムラート君救出作戦」を敢行した。スレイマニア大学病院の医師に受け入れを頼み、承諾を得て、キルクーク病院からスレイマニア大学病院絵へ搬送することにしたのだ。　

10月１８・１９日　　トゥーズフルマートゥーの自爆テロ

18日、19日は激戦地のトゥーズフルマートゥー（以下トゥーズと略）への1泊２日取材を敢行した。
私たちのランドクルーザーの前を、7人の兵士を乗せたトラックが道の真ん中を走る。なぜ真ん中かというと、仕掛けられる「路肩爆弾」のため。道のあちこちに大きな穴、それは爆発跡だったのだ。

午前10時トゥーズに到着。トゥーズのＰＵＫは、自爆テロ車が突っ込むのでコンクリート壁で囲っている。

10月12日のお祭り初日に起こった自爆テロ現場へ。現場は普通の商店街だった。電気屋さんの前で爆発したようだ。シャッターが壊れ、店内に電気製品が散らばっている。ムラート君はこの商店街で遊んでいたのだ。犠牲者たちの家族を一軒一軒訪ね歩いたので遅くなってしまった。

最後にトゥーズ市長に自宅まで招待される。市長は「私の町に来た日本人はあなた方が初めてだ。トゥーズの町には石油がある。カナダなどの石油会社が、すでにトゥーズに来て営業を開始している。どうして日本の企業はこの町に来てくれないんだ」と、日本への期待を口にする。このあたりは少し掘れば石油が出てくる地域らしい。

トゥーズには米軍基地がある。石油のあるところに基地が建設されている。インシャアッラー（神にかけて）、私の任務は日本に無事帰って、この事実を伝えることだ。

　　　･･･・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　
　　
　　■　バスラ・院内学級からのレポート　
　　８月９日にＪＩM-NETとの共催で、イラク南部バスラで入院中の子どもたちに院内学級で勉強を教えるイブラヒム・ムハンマドさんを迎えて、イラクの子どもたちの現状を聞く会を開催しました。

　　イラクでは９１年の湾岸戦争後にガン系統の病気の子が爆発的に増え、イラク開戦前すでにひどくなっていたが、アメリカの侵攻で政府機構が機能しなくなり、つまり保健省が公立病院に薬や治療具を供給できなくなって、悲惨であるとのこと。　加えて、治安悪化で通院も難しくなり、ガン治療薬がバカ高くなって、庶民には治療が続けられなくなったりしています。（保健省や国立病院が機能していた時なら、医療は無料に近かった）。　そして子どもたちは治療の不甲斐なさで死んでゆく……。
　　湾岸戦争で父親を亡くした13歳の少年は、家から出ることも怖がる状態でした。眼病を患って支援で入院できましたが、父母か両親とも戦禍で失った子も多いのです。　治安悪化に加え、ガンの子どもは（白血球が極端に少ないので）感染症のため通学が困難で、学校に行けないから入院していて、読み書きができない子もできるわけです。そんな子どもを教えるのが院内学級です。

　　医師ではないイブラヒムさんは、入院児童のために薬の調達とか治療・教育のケースワーカーのような役をしているようです。　彼は教師として出稼ぎ中のヨルダンで　ＪＩM-NETのメンバーと出会い、イラクに戻って妻を白血病で亡くした後、この仕事をしています。　
　　イブラヒムさんは映像も持参しており、バスラと病院のようすを少し見ることもできました。子どもたちの習字や計算や絵のノート。　絵は絵ハガキにして、他のイラク土産とともに支援運動の一環として販売もしていました。
　　質疑応答では、こんな結果が見え透いていた戦争に始めから賛成した日本政府への批判や、「いま占領軍が撤退したら、後はどうなるか」という問いや議論も出ました。　付き添ってきたＪＩM-NETの佐藤さんも　劣化ウラン弾に対する日本政府の曖昧な態度に憤慨していました。
　　　◆｢イラフ パパ･ママ」募金 と 現地の様子　◆
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　JIM-NETの現地調整業務を担う西村陽子さん（アラブの子どもとなかよくする会）の報告会が、10月20日に大阪で行なわれました。現在ヨルダンで暮らし、またイラクに帰国したイラク人患者家族、そしてJIM-NETと活動を共にしているイラクの医師の話などを報告していただけました。

　みなさんもご存知のとおり、イラクの治安は悪化の一途をたどっていて、西村さんが親しく付き合っていた方も何名か殺害されたり、あるいは殺害の脅迫を受けたりしているそうです。殺害予告の脅迫文を送りつけられた女性医師の両親や家族は、「今すぐ病院を辞めて、医者もやめるように」と説得しましたが、彼女は「患者を治療できないなら私は修道女になる」と言って（彼女はクリスチャン）、医師の仕事を続けているとのこと。
　あまりにも多くの命が無残に喪われていく現実を目の当たりにして、西村さんは「無力感にとらわれることもある。それでもそこにある一人の命をつないでいくことが大事。小さなことでも、できることから始めていく」　と話しておられました。

　また、みなさんにご協力していただいた「イラフ・パパママ募金」の送り先であるイラフのことも報告していただきました。　イラフの治療は順調にすすみ、抗がん剤の投薬をしているにもかかわらず食欲も旺盛で、すくすくと成長しているそうです。
　でもそんな中で、イラクに暮らす彼女の叔父さんが誘拐され、身代金を要求されるという事件が起きました。70歳になるお祖母さんが、誘拐犯に指定された場所まで20kmもの道のりを歩いて（検問のため自動車で行けない）、身代金受け渡しに向かったそうです。しかし、いまだにおじさんは帰ってきません。おそらくもう彼は殺害されているだろう、とのことです。
　　西村さんは報告の最後に現在一番の希望を語ってくれました。それは、今ヨルダンから行なっているイラクへの薬の発送作業をしなくても済むようになること、そして日本の子どもたちとイラクの子どもたちの絵画による交流といった活動だけですむようになる日が来ること。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊　　

　先日、「イラフ パパ・ママ募金」からの振込み10万円を確認しました。1ヵ月の仕送り2万5千円のうち1万円を、10月16日と11月11日に振り込ませていただきました。本当にありがとうございました。

　またこれからも、イラフの様子など報告させていただきます。　　　　　　　　　（芽ｄｉａ企画：景山佳代子）　
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